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二
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

共
に
未
来
を
築
く

　

９
月
22
日
の
市
長
選
挙
の
結
果
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
負
託
を
受
け
、
継
続
し

て
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
二
期
目
は
、
一
期
目
の

経
験
を
生
か
し
、
具
体
的
な
政
策
の
成
果

が
市
民
の
皆
さ
ん
に
実
感
で
き
る
よ
う
な

市
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
期
目
の
4
年
間
は
、
市
民
の
行
政
へ

の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
、
派
閥
や
、
し

が
ら
み
を
な
く
す
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、公
正
公
平
に
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
を
市
議
会

と
協
力
し
な
が
ら
行
っ
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
ま
す

　

人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
一
次
産

業
を
は
じ
め
と
す
る
冷
え
込
ん
だ
経
済
状

況
な
ど
、
他
の
地
方
自
治
体
と
同
じ
よ
う

に
、
え
び
の
市
も
多
く
の
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
対
す

る
対
策
は
、
早
急
に
手
を
打
ち
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
道
の
駅
え
び
の
」
な
ど

成
功
事
例
を
見
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
交

流
人
口
は
増
や
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
え
び
の
市
の
特
徴
を

も
っ
と
生
か
し
て
、
他
の
自
治
体
と
の
差

別
化
を
図
り
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、
魅

力
を
う
ま
く
Ｐ
Ｒ
し
て
、
定
住
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。同
時
に
、

人
口
が
減
っ
て
い
っ
て
も
、
自
治
会
な
ど

の
地
域
運
営
が
う
ま
く
い
く
よ
う
な
地
域

組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

産
業
振
興
に
力
を
い
れ
ま
す

　

え
び
の
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
6
次
産
業

化
の
推
進
や
新
し
い
販
路
拡
大
、
園
芸
果

樹
の
強
化
、
家
畜
の
増
頭
や
規
模
拡
大
を

支
援
し
、
経
営
効
率
化
と
所
得
向
上
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
へ
の
助
成

や
効
率
的
な
農
業
運
営
が
で
き
る
よ
う
農

業
基
盤
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

若
者
や
定
住
を
考
え
て
い
る
人
の
働
く

場
の
確
保
の
た
め
に
、
企
業
誘
致
に
も
一

層
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

え
び
の
市
は
、
自
然
や
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
、大
き
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
自
然
と
観
光
客
と
を
つ
な
げ

る
取
り
組
み
、
例
え
ば
大
自
然
を
体
験
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
観
光
客
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

市
民
の
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

え
び
の
市
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
変
化
に
い
ち
早
く
対
応
し
て
、
効

率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
（
外
部
委
託
）
や
民
間
か
ら
の
人
材

の
活
用
な
ど
を
行
い
、
行
政
の
ス
リ
ム
化

を
図
り
つ
つ
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い

よ
う
な
取
り
組
み
も
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
4
年
間
、「
市
長
と
語
ろ

う
会
」
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
く
さ

ん
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
意
見
を
言

え
る
よ
う
な
場
を
つ
く
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
意
見
を

気
軽
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
か
ら
の
復
興
の
時
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
結
束
力
を
非
常
に
強
く
感
じ
ま

し
た
。
え
び
の
市
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、
や
は
り
そ
の
力
を
活
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
え
び
の
市
の
発
展
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
結
束
力
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
は
、
自
分
た
ち
で

作
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
を
全
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
持
っ
て
も
ら
い
、
市
民

総
力
戦
で
ま
ち
お
こ
し
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
、
え
び
の
市
の
未
来
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
未
来
は
、私
た
ち
で
つ
く
る

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

え
び
の
市
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す

えびの市長 村岡隆明
 　　　　　　　takaaki muraoka

生年月日： 昭和 37 年 12 月 5 日
最終学歴： 昭和 60 年 3 月 近畿大学理工学部卒業
主な経歴： 平成 11 年 11 月 3 日～平成 15 年 11 月 2 日 えび
の市議会議員（1 期目）、  平成 15 年 11 月 3 日～平成 19 年
11 月 2 日えびの市議会議員（2 期目）、平成 19 年 11 月 3 日
～平成 21 年 9 月 18 日、えびの市議会議員（3 期目）、 平成
21 年 10 月 12 日～平成 25 年 10 月 12 日えびの市長（1 期目）、
平成 25 年 10 月 13 日～現在に至るえびの市長（2 期目）
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本も
と
い
し石 

長な
が
し永

北き
た
ぞ
の園 

一か
ず
ま
さ正

小こ
ひ
が
し東 

和か
ず
ふ
み文

竹た
け
な
か中 

雪ゆ
き
ひ
ろ宏

蔵く
ら
ぞ
の園 

晴は
る
み美

山や
ま
も
と元 

豪つ
よ
し

池い
け
だ田 

孝こ
う
い
ち一

井い
の
う
え上 

義よ
し
と人

西に
し
は
ら原 

政ま
さ
ふ
み文

栗く
り
し
た下 

政ま
さ
お雄

0107 041013

0208 051114

0309 061215

　

9
月
22
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
え
び
の
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
、
新
し
い

市
議
会
議
員
15
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

当
選
し
た
議
員
の
任
期
は
、
平
成
25
年
9

月
26
日
か
ら
平
成
29
年
9
月
25
日
の
4
年
間

で
す
。
今
後
4
年
間
、
議
案
等
を
審
議
す
る

本
会
議
や
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
な
ど

に
出
席
し
、
市
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
な
事

柄
を
審
査
・
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

当
選
証
書
付
与

　

9
月
24
日
、
市
役
所
本
庁
で
当
選
し
た
市

議
会
議
員
に
対
し
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
の

中
馬
越
一
馬
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。
付
与
後
、中
馬
越
委
員
長
は
、

「
市
民
が
、
皆
さ
ん
に
、
今
後
4
年
間
を
託

し
ま
し
た
。市
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、

問
題
も
山
積
み
で
す
。
今
ま
で
の
経
験
や
英

知
を
結
集
し
、
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
す

る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　

市
議
会
議
員
改
選
後
、
初
め
て
の
臨
時
市

議
会
が
10
月
1
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
臨
時

議
会
で
は
、
議
長
と
副
議
長
な
ど
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

投
票
の
結
果
、
議
長
に
本
石
長
永
氏
、
副

議
長
に
竹
中
雪
宏
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

末
永
／
72
歳
／
無
所
属

／
3
期

今
西
／
69
歳
／
無
所
属

／
2
期

南
岡
松
／
62
歳
／
無
所

属
／
1
期

西
長
江
浦
上
／
58
歳
／

無
所
属
／
3
期

下
島
内
／
64
歳
／
無
所

属
／
6
期

東
原
田
／
37
歳
／
無
所

属
／
1
期

飯
野
麓
／
57
歳
／
無
所

属
／
3
期

上
浦
／
63
歳
／
無
所
属

／
1
期

苧
畑
／
65
歳
／
無
所
属

／
4
期

白
鳥
／
73
歳
／
無
所
属

／
7
期

京
町
／
48
歳
／
無
所
属

／
1
期

中
上
江
／
58
歳
／
社
会

民
主
党
／
3
期

東
川
北
／
74
歳
／
無
所

属
／
1
期

下
島
内
／
58
歳
／
日
本

共
産
党
／
5
期

西
長
江
浦
下
／
71
歳
／

無
所
属
／
8
期

遠と
お
め
つ
か

目
塚 

文あ
や
み美

上う
え
は
ら原 

康や
す
お雄

田た
ぐ
ち口 

正ま
さ
ひ
で英

西に
し
は
ら原 

義よ
し
ふ
み文

宮み
や
ざ
き﨑 

和か
ず
ひ
ろ宏

議
員
紹
介

氏
名
、
地
区
／
年
齢
／
党
派
／
期
数 

※
番
号
は
議
席
番
号

市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た

今
後
4
年
間
、市
政
発
展
に
尽
力
し
ま
す
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健
全
な
財
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表

　

市
で
は
、
財
政
の
健
全
化
判
断

比
率
な
ど
を
算
定
し
ま
し
た
の
で

公
表
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
決
算
に
基
づ

い
て
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不

足
比
率
を
毎
年
度
算
定
し
ま
す
。

算
定
後
は
、
監
査
委
員
の
審
査
を

受
け
た
う
え
で
、議
会
に
報
告
し
、

住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は

早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基

準
、
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は

経
営
健
全
化
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
基
準
を
1
つ
で
も
上

回
っ
た
場
合
、
財
政
運
営
の
健
全

化
を
図
る
た
め
の
計
画
策
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
え
び
の
市
の
状
況
】

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
と
も
に
、
基
準
を
下
回

り
ま
し
た
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
健
全
な
財

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

えびの市の健全化判断比率と資金不足比率
◎健全化判断比率

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ―（※ 1） 14.29％ 20.00％

②連結実質赤字比率 ―（※ 2） 19.29％ 30.00％

③実質公債費比率 5.6％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ―（※ 3） 350.0％

（※１、※２）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「―」となっているのは、実質赤字額や連結実質赤字額がないため、
比率が「ない」ことを示しています。

（※３）「将来負担比率」の「―」は、将来負担比率が算定されず、現時点における将来支払うべき負担（市債の残高等）が、将来
の財政を圧迫する可能性が低いことを示しています。

◎資金不足比率

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ― 20.0％

病院事業会計 ― 20.0％

観光特別会計 ― 20.0％

　平成 24 年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下のとおりとなり、いずれの指標
についても、早期健全化基準（財政状況が悪化した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を下回りま
した。

　平成 24 年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結果、資金不足を生じた公営企
業はないため、比率は「ない」こととなりました。

問市財政課財政係　☎35-1111（内線381）

【用語の説明】
標準財政規模：財源の使途が特定されずどのような経費に
も使用することができる一般財源（市税・地方交付税等）
の標準的な規模を表すもので、えびの市の場合は、平成 24
年度で約 64 億円

実質公債費比率：平成 24 年度に支払った一般会計の借金返
済額等の標準財政規模に対する割合

将来負担比率：将来、市が支払う負担（市債務残高等）の
標準財政規模に対する割合

資金不足比率：各公営企業の事業規模に対する資金不足額
の割合

実質赤字比率：標準財政規模に対する一般会計の赤字の割
合
連結実質赤字比率：標準財政規模に対する全会計の赤字の
割合

え
び
の
に
観
光
客
を
誘
致

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
新
た
に
１
人
着
任

　

10
月
1
日
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
隊
員
1
人
が
、
新
た
に
え
び
の

市
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
今
回
採

用
さ
れ
た
の
は
、
東
京
都
浅
草
出

身
の
白
井
伸
和
隊
員
で
す
。
こ
れ

か
ら
3
年
間
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
着
地
型
観
光
を
推
進

す
る
業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。
白

井
隊
員
は
、
都
市
生
活
者
の
視
点

で
、
え
び
の
市
の
観
光
資
源
の
発

掘
を
行
う
こ
と
や
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
の
計
画
立
案
な
ど
、
観
光

客
を
え
び
の
市
に
呼
び
込
む
た
め

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

白
井
隊
員
は
、「
前
職
は
食
品

流
通
業
界
で
し
た
。
お
い
し
い
お

米
『
ひ
の
ひ
か
り
』
が
え
び
の
市

を
知
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。
食
の

知
識
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
料

理
教
室
な
ど
、
家
族
と
い
っ
し
ょ

に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
え
び

の
市
を
一
歩
先
を
行
く
地
域
と
す

る
た
め
、
微
力
な
が
ら
貢
献
し
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
観
光
商
工
課
観
光
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
３
１
）見かけたら気軽に声をかけてください

防疫の徹底をお願いします

　

昨
年
度
、
一
昨
年
度
と
国
内
で

は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
近
隣
諸
国
で
は
、
現
在
も
散

発
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
も
発
生
の
危
険
性
が
高

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
鳥
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

○
家
畜
の
鳥
に
異
常
（
続
け
て
死

亡
し
た
な
ど
）
が
あ
る
と
き
は
、

最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
か
市

畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
死
亡
し
た
野
鳥
を
発
見
し
た
場

合
は
、
最
寄
り
の
農
林
振
興
局
か

市
農
林
整
備
課
林
務
係
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

問
市
農
林
整
備
課
林
務
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
２
２
１
）

問
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
９
８
６
‐
62
‐
５
１
５
１

問
西
諸
県
農
林
振
興
局
林
務
係

☎
23
‐
４
７
２
５

防
ご
う
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
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9
月
18
日
、
真
幸
地
区
体
育
館

で
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
を
目
的
に
、
真
幸
地
区
運

営
協
議
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

交
通
安
全
教
室
に
は
、
高
齢
者

な
ど
91
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
教

室
で
は
、
え
び
の
警
察
署
の
講
話

や
運
転
適
性
診
断
車
で
の
適
性
検

査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

適
性
検
査
を
受
け
た
参
加
者

は
、「
自
転
車
運
転
体
験
で
は
、

反
応
が
悪
く
な
っ
て
い
る
の
を
感

じ
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
18
日
、
中
西
良
治
さ
ん

（
東
内
竪
）
が
真
幸
小
学
校
を
訪

問
。
竹
細
工
の
さ
か
上
が
り
人
形

２
０
０
個
を
子
ど
も
た
ち
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
中
西
さ
ん
が
「
子
ど

も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
」
と

贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

竹
製
の
人
形
は
、
持
ち
手
を
握

る
と
吊
り
糸
で
ひ
っ
ぱ
ら
れ
、
さ

か
上
り
を
し
て
い
る
よ
う
な
動
作

を
し
ま
す
。

　

山
元
康
平
さ
ん
（
６
年
）
は
、

「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
ば
か
り
で
は
な

く
、
こ
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
28
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
第
22
回
自
治
会
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自

治
会
対
抗
の
部
に
は
、
市
内
4
地
区
の

代
表
12
人
が
参
加
。
一
般
参
加
の
部
に

は
、
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
各
地
区
の
代
表
を
応
援
し
よ
う
と

　

9
月
28
、
29
日
、
え
び
の
高
原
を
会

場
に
「
山
ガ
ー
ル
・
サ
ミ
ッ
ト
in
え
び

の
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
山

ガ
ー
ル
が
一
堂
に
集
ま
り
、
情
報
交
換

や
山
を
楽
し
み
な
が
ら
の
清
掃
登
山
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
１
０
０

真幸地区で交通安全教室

体験して交通事故防止
竹細工のおもちゃ 200 個を寄贈

さか上り人形で楽しんで

地域の“のど自慢”が集結

山ガールがえびのに集結

第22回自治会対抗カラオケフェスティバル

山ガール・サミットinえびの

約
５
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
多
く
の
声
援
を
受
け
、

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
対
抗
の
部
に
出
場
し
た
田
久

見
俊
一
さ
ん
（
山
内
）
は
「
初
め
て
の

参
加
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

人
の
山
ガ
ー
ル
は
、
池
め
ぐ
り
や
韓
国

岳
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
夕
食
で
は
、「
宮

崎
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
な
ど
を
食
べ

な
が
ら
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
山

ガ
ー
ル
は
秋
の
え
び
の
高
原
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

　

10
月
1
日
、
県
の
大
規
模
経
営

体
育
成
加
速
化
事
業
の
補
助
金
を

活
用
し
、
西
郷
地
区
営
農
組
合
に

4
条
刈
り
の
コ
ン
バ
イ
ン
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
で
は
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、

遊
休
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
。
コ

ン
バ
イ
ン
の
整
備
は
、
高
齢
の
農

業
従
事
者
の
負
担
軽
減
と
遊
休
農

地
の
解
消
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

同
組
合
の
種
子
田
幸
三
郎
さ
ん

は
、「
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
23
日
、
え
び
の
駅
を
帰
着

点
に
吉
都
線
全
線
開
通
１
０
０
周

年
を
記
念
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら

２
１
２
人
が
参
加
。え
び
の
駅
を

出
発
し
、
木
崎
原
古
戦
場
跡
や
末

永
の
田
の
神
さ
あ
な
ど
を
巡
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
全
長
約
13
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
約
4
時
間
か
け
て

楽
し
み
ま
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
、「
秋
風
が
気

持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
秋
の
え
び

の
を
満
喫
で
き
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

4条刈りのコンバインを整備

遊休農地の解消に向けて
吉都線全線開通100周年記念ウォーキング大会

歩いて秋のえびのを満喫
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ご
存
知
で
す
か
「
え
び
の
探
偵
局
」

　
「
取
材
中
に
『
ラ
ジ
オ
を
聞
い
た
よ
』
と
声
を
か
け

ら
れ
る
と
、
う
れ
し
く
て
、
あ
り
が
た
い
で
す
」
と

話
す
の
は
、
エ
フ
エ
ム
宮
崎
で
放
送
中
の
「
え
び
の

探
偵
局
」
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
司
会
）
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
松
﨑
友
貴
さ
ん
（
栗
下
、写
真
右
）
で
す
。

　
「
え
び
の
探
偵
局
」
は
、
6
月
9
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
、
え
び
の
市
を
紹
介
す
る
エ
フ
エ
ム
宮
崎
の
ラ

ジ
オ
番
組
で
す
。毎
週
日
曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
放

送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

番
組
は
、
ゆ
っ
き
ー
こ
と
松
﨑
さ
ん
と
ゆ
う
こ
り

ん
こ
と
上
地
裕
子
さ
ん
（
写
真
左
）
が
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
を
務
め
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
澁
谷
義
孝
さ
ん

と
と
も
に
探
偵
と
し
て
え
び
の
市
の
旬
を
取
材
。発

見
し
た
え
び
の
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
放
送
や
司
会
な
ど
の
経
験
が
な
か
っ
た

と
い
う
松
﨑
さ
ん
「
故
郷
え
び
の
市
を
紹
介
す
る
ラ

ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
募
集
を
知
り
、ぜ
ひ
、や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

放
送
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
伝
え
る
こ
と
の
難
し

さ
を
痛
感
し
た
そ
う
で
す
。「
始
め
の
う
ち
は
、
緊
張

の
あ
ま
り
、
自
分
の
言
葉
で
え
び
の
の
魅
力
を
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。回
を
重
ね
る
う

ち
に
私
た
ち
が
見
て
感
じ
た
こ
と
を
素
直
な
気
持
ち

で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

番
組
は
、「
出
発
」
の
掛
け
声
で
ス
タ
ジ
オ
か
ら
抜

け
出
し
、「
到
着
」
の
掛
け
声
で
現
場
に
到
着
す
る

と
い
う
設
定
で
、
地
域
の
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

えびのの魅力をラジオで発信

様
子
を
放
送
し
て
い
ま
す
。10
月
6
日
の
放
送
で
は
、

9
月
28
日
、
29
日
に
行
わ
れ
た
山
ガ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト

へ
の
潜
入
リ
ポ
ー
ト
で
し
た
。
放
送
で
は
、
今
ど
き

女
子
の
ト
ー
ク
も
楽
し
め
ま
す
。「
ラ
ジ
オ
で
は
、
標

準
語
で
話
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
た
ま
に
、

え
び
の
弁
や
宮
崎
弁
が
出
て
し
ま
い
ま
す
」

改
め
て
感
じ
た
え
び
の
の
良
さ

 

松
﨑
さ
ん
は
、
取
材
を
通
じ
て
え
び
の
の
知
ら
な

か
っ
た
魅
力
を
再
発
見
で
き
た
そ
う
で
す
。「
自
然

が
美
し
く
、
人
も
温
か
い
え
び
の
市
は
や
っ
ぱ
り
い

い
と
こ
ろ
だ
な
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。取
材
の
度
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

相
方
の
上
地
さ
ん
は
、
沖
縄
県
宮
古
島
出
身
で
す
。

「
四
季
が
は
っ
き
り
し
た
え
び
の
は
、
す
ご
く
い
い

と
こ
ろ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。地
元
の
人
と
話
を
し

て
み
て
も
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し

く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」

届
け
た
い
え
び
の
の
魅
力

　
「
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
多
く
の
人
に
え
び
の
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
え
び
の
に
来
て
も
ら
い
た
い
で

す
。え
び
の
市
在
住
の
人
に
は
、『
こ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
が
え
び
の
市
に
は
あ
っ
た
ん
だ
』
と
再
発
見
し
て

も
い
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
、
え
び
の
探
偵
局

を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
で
見
か
け
た
ら

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」

　

え
び
の
探
偵
局
は
、
来
年
の
3
月
ま
で
絶
賛
放
送

中
で
す
。2
人
の
意
外
な
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
ブ
ロ
グ
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
ち
ら
も
見
て
み

て
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://w

w
w

.joyfm
.co.jp/

ebino/

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ　

松
﨑
友
貴
さ
ん

まつざき・ゆき／栗下
／30 歳／趣味：音楽鑑
賞、旅行、ドライブ（よく、
ゆうこりんとふらっと出
かけます）

Profile
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●アオサの汁 物

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
地
域

支
え
合
い
事
業
で
加
久
藤

麓
の
「
あ
じ
さ
い
会
」
が
作
っ
た

「
ア
オ
サ
の
汁
物
」
で
す
。

ア
オ
サ
の
汁
物
は
、
ア
オ
サ
の

磯
の
香
り
が
、
食
事
を
よ
り
一
層

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

ア
オ
サ
を
使
っ
た
料
理
は
、

サ
ッ
と
入
れ
る
だ
け
の
調
理
法
な

の
で
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で
は
、
普

段
の
料
理
が
磯
の
香
り
タ
ッ
プ
リ

で
栄
養
満
点
に
変
化
し
ま
す
。

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ア
オ
サ

を
水
で
戻
す
時
は
、
ザ
ル
に
上
げ

て
手
で
押
す
よ
う
に
し
て
水
気
を

よ
く
切
る
こ
と
で
す
。

ア
オ
サ
は
熱
で
変
色
し
や
す
い

の
で
、
食
べ
る
直
前
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
鍋
に
加
え
て
温
め
る
場

合
は
、
風
味
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
加
熱
し
す
ぎ
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

【紹介者】加久藤麓「あじさい会」の皆さん

鮮やかに広がる緑と磯の香りがたまらない一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.66

レシピ

道の駅たからべ

ゆ～ぱるのじり

小林市

●�開催日＝11月2日（土）～ 3日（日）
●時間＝午前10時～午後4時
●�場所＝国分シビックセンターお祭り広場
●�内容＝霧島市内各地の特産品や農産物、産業製品など
を展示販売します。
�霧島ふるさと祭実行委員会
☎0995-48-6620

霧島ふるさと祭

霧島市

【材料】（3人分）
ア オ サ(乾 燥) 10ｇ、ア ジ 子 4匹

（イ リ コ の 場 合 は20ｇ）、水 800
㏄、薄口しょうゆ 大さじ1/2、酒     
小さじ2、塩 適宜、豆腐 1/2丁、万
能ネギ  2本

【作り方】
① 豆 腐 は 1 セ ン チ 角 切 り 、 万 能 ネ ギ は 小 口 切 り に す る 。
② ア オ サ は 水 で 柔 ら か く も ど し て ザ ル に 上 げ 、 水 気 を
　 き る 。
③ 鍋 に 水 と ア ジ 子 を 入 れ て 火 を か け 、 ダ シ を と る 。
④ 薄 口 し ょ う ゆ 、 酒 、 塩 で ダ シ の 味 を 調 え る 。
⑤ お わ ん に 、 豆 腐 、 万 能 ネ ギ 、 ア オ サ を 入 れ 、 ダ シ を
　 注 ぐ 。

こばやし秋まつり2013
●日時＝11月23日（土）、
午前11時～
●�場所＝小林駅周辺
●�内容＝国道221号線を
歩行者天国にして、ダ
ンスやみこし、太鼓
などを披露します。農
畜産まつりも同時開
催。宮崎牛などを煮込
んだ「こすもす大鍋」
の振る舞いや物産市
などもあります。

�小林市商工観光課
　☎23-1174

【
道
の
駅
す
え
よ
し
】

　

特
産
品
の
ユ
ズ
加
工
品
や
黒

豚
・
黒
牛
の
肉
な
ど
を
販
売
。
レ

ス
ト
ラ
ン
四
季
祭
の
ラ
ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
で
は
地
元
産
の
食
材
を
堪

能
で
き
ま
す
。

［
所
在
地
］
曽
於
市
末
吉
町
深
川

１
１
０
５
１
番
地

☎
０
９
８
６
‐
79
‐
１
９
０
０

【
道
の
駅
お
お
す
み
】

　

夏
に
は「
や
ご
ろ
う
ス
イ
カ
」、

秋
冬
に
は
特
産
品
の
白
菜
と
旬
の

野
菜
が
揃
っ
て
い
ま
す
。「
黒
豚

料
理
や
ご
ろ
う
亭
」で
は
、
黒
豚

料
理
が
楽
し
め
ま
す
。

［
所
在
地
］
曽
於
市
大
隅
町
岩
川

６
１
３
４
番
地
１

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
５
８
５
６

【
道
の
駅
た
か
ら
べ
】

　

財
部
の
米
や
新
鮮
な
野
菜
を

販
売
。レ
ス
ト
ラ
ン
き
ら
ら
で
は
、

ワ
ン
コ
イ
ン
ラ
ン
チ
が
評
判
で
す
。

［
所
在
地
］
曽
於
市
財
部
町
南
俣

17
番
地
１

☎
０
９
８
６
‐
28
‐
５
６
６
６

【
道
の
駅
ゆ
～
ぱ
る
の
じ
り
】

　

駅
内
に
は
、
ハ
ー
ブ
料
理
や
野

尻
特
産
の
メ
ロ
ン
が
味
わ
え
る
レ

ス
ト
ラ
ン
、
入
浴
施
設
や
宿
泊
施

設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

農
産
物
直
売
場
で
は
、
名
物
の

ご
ぼ
う
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
地
産

の
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

薬
草
・
地
域
作
物
セ
ン
タ
ー
で

は
、
展
示
園
や
展
示
温
室
が
あ
り
、

約
6
5
0
種
類
の
薬
草
や
ハ
ー
ブ

を
無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

［
所
在
地
］
小
林
市
野
尻
町
三
ヶ

野
山
４
３
４
７
‐
１

［
営
業
時
間
］
午
前
8
時
～
午
後

9
時

☎
０
９
８
４
‐
44
‐
２
２
１
０

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報
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昭
和
50
年
ご
ろ
、
京
町
温
泉
駅
周
辺

に
は
朝
市
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
こ
ろ

の
駅
前
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
活

気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

京
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
駅
前
の

活
性
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。「
あ
お
ぞ

ら
市
」
は
、
京
町
に
、
に
ぎ
わ
い
と
活

気
を
取
り
戻
す
こ
と
と
、
高
齢
者
が
気

軽
に
買
い
物
が
で
き
る
場
所
の
提
供
を

目
的
に
2
年
前
に
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
金
を
活

用
し
、
テ
ン
ト
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
整

　

皆
さ
ん
、
毎
日
野
菜
を
食
べ
て
い
ま

す
か
。

　

野
菜（
き
の
こ
・
海
藻
を
含
む
）に
は
、

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
な

ど
、
体
の
調
子
を
整
え
、
機
能
を
正
常

に
維
持
す
る
大
切
な
栄
養
素
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
野
菜
は
免
疫
力

の
向
上
、
坑
酸
化
作
用
な
ど
の
機
能
性

に
よ
り
、
循
環
器
疾
患（
高
血
圧
、
脳

卒
中
）や
が
ん
を
予
防
す
る
効
果
が
高

い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
野
菜
の
摂
取
は
生
活

備
し
ま
し
た
。

　
「
あ
お
ぞ
ら
市
」
は
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
焼
き
鳥
な
ど
、
多
い
時
に
は

20
数
軒
の
店
が
並
び
ま
す
。「
市
」
に
は
、

京
町
の
品
だ
け
で
は
な
く
、
上
浦
の
野

菜
や
そ
う
菜
、
飯
野
の
竹
細
工
、
阿
久

根
の
魚
介
類
な
ど
、
他
地
域
の
品
も
並

び
ま
す
。試
食
や
竹
細
工
の
実
演
な
ど
、

お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
工
夫
も
し
て

い
ま
す
。毎
月
第
2
日
曜
日
の
午
前
9

時
～
正
午
に
京
町
温
泉
駅
前
で
開
い
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ

と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。月
２
回
の
開
催

や
ピ
ザ
窯
づ
く
り
な
ど
で
す
。こ
れ
か

ら
も
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
楽
し
み

な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
力
で
「
あ
お
ぞ

ら
市
」
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ど
）で
１
日
摂
取
量
の
半
分
く
ら
い
食

べ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

野
菜
は
、
煮
た
り
茹
で
た
り
す
る
と
、

か
さ
が
減
り
ま
す
。
下
茹
で
し
た
野
菜

は
、和
え
物
や
お
ひ
た
し
、煮
物
と
い
っ

た
料
理
で
食
べ
る
と
、
自
然
と
た
く
さ

ん
野
菜
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

旬
の
野
菜
は
、
素
材
そ
の
も
の
の
旨

味
や
風
味
が
た
っ
ぷ
り
で
す
。
ビ
タ
ミ

ン
な
ど
の
栄
養
素
も
豊
富
で
す
。
ぜ
ひ
、

え
び
の
の
新
鮮
な
野
菜
を
毎
日
の
食
事

に
あ
と
１
皿（
約
１
０
０
ｇ
）増
や
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
文
：
後
藤
栄
養
士

ま
す
。

　
「
男
は
弱
音
を
吐
く
も
の
で
は
な
い
」

と
い
っ
た
意
識
が
、
や
や
も
す
る
と
働

き
方
で
悩
む
男
性
を
自
殺
へ
と
追
い
込

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
「
男
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
固
定
的
性

別
役
割
分
担
意
識
を
変
え
て
、
男
女
が

共
に
家
庭
や
地
域
に
責
任
を
持
つ
仕
組

み
が
う
ま
く
形
成
で
き
れ
ば
、
女
性
は

も
ち
ろ
ん
、
男
性
に
と
っ
て
も
よ
り
暮

ら
し
や
す
く
な
る
社
会
を
築
い
て
い
け

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。文

：
市
民
協
働
課

ぷらいど21基金助成団体の活動紹介

まちづくり活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  a c t i v i t i e s

あ
と
一
皿
、
野
菜
料
理
を
増
や
し
ま
し
ょ
う

駅
前
に
活
気
と
に
ぎ
わ
い
を
京
町
温
泉
真
幸
あ
お
ぞ
ら
市
実
行
委
員
会

京町温泉真幸あおぞら
市実行委員会
代表　妹尾哲男さん

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y  

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

京町二日市で行われた「あおぞら市」

　

男
女
共
同
参
画
は
、「
女
性
の
問
題

で
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
実

は
「
男
性
の
問
題
」
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守

る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
固
定
的
性

別
役
割
分
担
意
識
は
、
長
い
時
間
を
か

け
て
人
々
の
意
識
の
な
か
に
形
作
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

 

こ
の
意
識
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
根
強

く
残
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
が
育
児
に
積
極
的
に
関
わ
り
た

い
と
希
望
し
て
い
て
も
、「
職
場
が
育

児
休
業
を
取
り
づ
ら
い
雰
囲
気
で
あ

る
」
こ
と
や
「
周
囲
の
同
僚
へ
の
配
慮
」

な
ど
か
ら
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た
く

て
も
取
得
で
き
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
働
き
盛
り
の
男
性
に
自

殺
者
が
多
い
こ
と
も
、
男
性
を
取
り
巻

く
問
題
の
一
つ
で
す
。自
殺
の
原
因
は

経
済
問
題
や
生
活
に
関
す
る
問
題
か
ら

悩
み
が
生
じ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い

習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康
を
保
つ
た
め

に
と
て
も
大
切
で
す
。

　

野
菜
の
１
日
摂
取
目
標
量
は
３
５
０

ｇ
。
し
か
し
、
宮
崎
県
で
の
一
人
当
た

り
野
菜
の
１
日
摂
取
量
の
平
均
は
、
２

４
０
ｇ
で
す
。
約
１
０
０
ｇ
野
菜
の
摂

取
量
が
足
り
な
い
現
状
で
す
。
野
菜
３

５
０
ｇ
は
、
野
菜
料
理
に
す
れ
ば
お
よ

そ
５
皿
分
に
相
当
し
ま
す
。
１
日
３
回

の
食
事
で
５
皿
を
目
標
に
食
べ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、色
の
濃
い
緑
黄
色
野
菜（
ほ

う
れ
ん
草
や
人
参
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

軍用銃を発見したら！

暖房器具を使う前に点検を

秋も深まり朝夕の冷え込みが感じられるようにな
りました。この季節の変わり目が特に火災が

発生しやすいようです。これからの季節は暖房器具
を使う機会が増えてくると思います。使う前に必ず
点検を行い、着火ミスなどが起きないように、また、
電気コードなどにひび割れ等がないか確認して火災
が起きないように使用してください。
　寒くなるとお年寄りの救急車の利用が急に増加し
ます。夜半から朝方のお風呂、トイレの使用など、
急激な体温変化に体が対応できにくくなるようです。
寒い場所へ移動する際は、防寒や暖房に十分ご注意
ください。

押 入 れ や 土 蔵 な ど で 眠 っ て い る 旧 軍 用 拳 銃
に 心 当 た り は あ り ま せ ん か 。 全 国 で は 毎

年 約 1 0 0 丁 の 旧 軍 用 拳 銃 が 発 見 さ れ て い ま す 。
古 い も の で あ っ て も 本 物 の 拳 銃 で す 。大 切 な 形
見 や 記 念 と し て 保 管 し て い る と 違 反 と な り 、家
族 に 大 変 な 迷 惑 が か か り ま す 。も う 一 度 、古 い
荷 物 や 遺 品 を 確 認 し て く だ さ い 。
　 も し 発 見 し た ら 、す ぐ に

【 銃 器 1 1 0 番 】 0 9 8 5 - 2 0 - 1 0 7 4
　 ま た は 、最 寄 り の 警 察 署 、交 番 ・駐 在 所 に 連 絡
を し て く だ さ い 。
※ 軍 用 銃 な ど の 遺 品 を 発 見 し た 人 が 、自 分 で 届
け 出 た 場 合 は 、罪 に な り ま せ ん 。

9月の交通事故発生状況
人 身 8件 本年累計 82件
物 件 33件 本年累計 235件

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 13件
救 急 95件 年 計 669件
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黄
に
染そ

み
し
蔦つ
た

の
か
ず
ら
に
し
ぐ
れ
降

る
な
お
色
冴
ゆ
る
秋
の
夕
暮
れ

京
町
　
小
野
ス
ミ

十
月
は
草
露
を
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
朝あ
さ
ざ
む寒
、
夜よ

寒ざ
む

の
季
で
あ
り
、
紅も

み
じ
づ
き

葉
月
と
も
い
う
。
青
い
蔦

の
葉
も
い
つ
し
か
紅
葉
し
秋
し
ぐ
れ
に
濡
れ
、

た
そ
が
れ
の
中
に
深
ま
り
ゆ
く
秋
を
感
じ
る
作

者
が
い
る
。
澄
み
渡
る
秋
の
色
と
寂
寥
感
を
思

わ
せ
る
繊
細
な
詠
で
あ
る
。（
評 

竹
下
妙
子
）

猛
暑

京
町
　
市
田
寛
幸

暑
い
！

暑し
ょ

！
暑し

ょ

！

暑
！
暑
!
暑
！

ジ
ェ
！
ジ
ェ
！
ジ
ェ
!

暑
！
暑
！
暑
！
暑
!

暑
！
暑
!
暑
！
暑
！
暑
！

ジ
ェ
！
ジ
ェ
!

玉
砂
利
を
す
す
む
花
嫁
菊
日
和

　
岩
切
嗣
子

幸
せ
そ
う
に
歩
く
笑
顔
の
二
人
…
正
装
し
て
に

ぎ
や
か
に
付
き
従
う
人
た
ち
。
菊
の
香
の
し
み

通
る
よ
う
な
澄
ん
だ
秋
の
一
日
…
母
と
旅
し
た

日
光
東
照
宮
で
の
一
景
で
す
。
思
い
出
す
た
び

に
心
が
和
み
ま
す
。（
自
註
）

短
歌

俳
句詩

船からルアー釣りをする
なら今でしょう。マイ

ボートよし、乗り合いの釣り
船よし、近隣の海は、大型魚
の魚影が濃くなっています。
　ルアーは、弱った小魚が逃
げ惑う感じをイメージして操
作します。
　この本には、乗船方法、漁
具の選び方、釣り方など詳し
く書かれています。最新の装
備と釣法で大物をゲットして
みませんか。

船からのルアー釣り

( 株 ) ケイエス企画／発行
（株式会社主婦の友社）

物語 の 主 人 公 は、11歳 の
アリ。3歳の時、父を亡

くし、母と2人、バイオリン
の上手な祖父のもとに身を寄
せます。
　物語は、成長するアリ少年
の「語り」の形で展開します。
　母子での冒険旅行、アリ少
年の奏でる素晴らしいバイオ
リンの音色。優しく生命力あ
ふれる母。底知れぬ包容力の
おじいさん。秋の夜長に心温
まる名作はいかがですか。

そして、僕の旅はつづく

サイモン・フレンチ／著
（株式会社福音館書店）

月間行事 読書感想画・文・作品展示　11月9日（土）～ 24日（日）
おはなし会（2日、9日、23日、30日） 10：30 ～ 11：30

2 土 1日図書館館員体験 13：30 ～ 15：30
5 火 図書館休館日
6 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
8 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35

11 月 図書館休館日
12 火 ブックスタート（1歳児に絵本配布）
13 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
16 土 読書感想画・文表彰式 12：00 ～　　　

秋の古本市 9：00 ～ 17：00
17 日 秋の古本市 9：00 ～ 17：00
18 月 図書館休館日
19 火 ドリームカー（子育て支援センター） 10：30 ～ 12：00
20 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
22 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
25 月 図書館休館日
27 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35

図書館休館日
29 金 喫茶「ふら～っと」営業 9：45 ～ 11:00
30 土 ちょこっと講座「ハンコづくり」 13：30 ～ 14：30

◎11月のスケジュール

◎イベント
オリジナルハンコを作ろう！
●とき＝11月30日（土）
●時間＝13：30 ～ 14：30
●会場＝図書館学習室
●定員＝20人（無料）
●対象＝子ども
※材料の都合上、申し込みをお願いします。

秋の古本市
●日時＝11月16日（土）～ 17日（日）
●場所＝図書館玄関

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「駅物語」　朱野帰子 著　講談社
○「ぐっすり。」　鍛冶 恵 著　新潮社
○「中央構造線」　鶴ケ野 勉 著　鉱脈社
○「気になる化学」　元村 有希子 著　毎日新聞化学環境部
○「男と女の夢未来」　松田 くるみ・水谷 謹人 著　鉱脈社会

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
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掲
載
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て
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が
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催
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山 ガール サミットの 取 材 に 行ってきました 。山ガール
の 皆 さん の 格 好 は、ショートパンツにタイツやレギ

ンスなどを 着ていて、とてもおしゃれ だ なと思いました 。
肝 心 な 登 山 写 真 を 撮 ろうと 先 回り。たった 5 分 ほど山 を
登 った ので すが、息を きらす 始 末 。最 近 の 運 動 不足 を 痛
感 する取 材 でした 。（ 川野）

人　口 20,415人（＋11人）

男性／ 9,540人（＋13人）　女性／ 10,875人（－2人）

転入／ 53人　転出／ 39人
出生／ 13人　死亡／ 16人

世帯数 9,006世帯（＋18世帯）
（平成25年10月1日現在）

E
d
ito

r's

出してください。直接持参しても構いません。
【応募先】〒889-4292　えびの市大字栗下1292

えびの市役所長寿介護課あて
【結果発表】採用者には直接通知します。
問長寿介護課高齢者係
☎35-1111（内線253）FAX 35-0653

家内労働（内職）情報は
就職相談支援センターへ

【家内労働をお探しの人へ】
　家内労働をお探しの人は、就職相談支援センター（家
内労働相談窓口）に問い合わせください。電話での相談
も受け付けています。

【事業所の人へ】
　内職者募集の際には、ぜひ、就職相談支援センターを
ご利用ください。
問都城就職相談支援センター（都城・小林地区）
☎0986-25-0300

子どもの聴こえと言葉の相談

　宮崎県身体障害者相談センターでは、子どもの聴こえ
や言葉について心配がある人を対象に、聴力検査、補聴
器や言葉に関する相談を無料で行っています。

【日時】毎週火曜日　午後1時～
【場所】宮崎県身体障害者相談センター（宮崎市霧島1丁

目1－2　宮崎県総合保健センター 5階）
【対象者】乳幼児から18歳未満の人

※予約制です。事前に連絡ください。
申・問宮崎県身体障害者相談センター
☎0985-29-2556

高齢者インフルエンザ予防接種

　市では、高齢者のインフルエンザ予防接種の助成を行
います。

【助成対象者】接種日現在えびの市に住所のある① 65
歳以上の人 ② 60 歳～ 64 歳で心臓、じん臓もしくは呼
吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
能の障がいを有する人およびヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能障がいにより、日常生活がほとんど不可能
な程度の障がいを有する人

【実施期間】10 月 1 日（火）～ 12 月 31 日（火）
【自己負担額】1,500 円（生活保護世帯の人は無料）
【接種回数】1 回
【持参するもの】健康保険証
【実施医療機関】

【えびの市】いしざわ循環器内科、えびの共立病院、京町温泉クリ
ニック、えびの眼科こだま小児科医院、えびの整形外科医院、杉原
耳鼻咽喉科、京町共立病院、若葉クリニック、えびの第一クリニック、
丹医院、えびのセントロクリニック、前田医院、渡辺医院、えびの
市立病院

【小林市】池井病院、池田病院、西小林診療所、小林泌尿器科クリニッ
ク、小林保養院、上田内科、整形外科押領司病院、整形外科フレン
ドクリニック、大森内科胃腸科、沖内科・小児科医院、勝間田内科、
桑原記念病院、桑原皮膚科医院、近藤内科クリニック、すわクリニッ
ク、せの内科クリニック、園田病院、髙﨑皮膚科医院、立山整形外
科医院、たなか循環器内科クリニック、花田耳鼻咽喉科、ひろた内
科クリニック、柊山医院、二口子供医院、堀胃腸科外科医院、前田
内科医院、整形外科前原病院、槇内科病院、宮崎医院、山田内科・
循環器科、小林市立須木診療所、押川病院、野尻中央病院

【高原町】川井田医院、ふきやま霧島東麓クリニック、国民健康保険
高原病院

風しんウイルス抗体検査、任意予防
接種の費用を助成します

○風しんウイルス抗体検査
【助成対象者】検査日にえびの市に住民登録があり、以

下の条件のいずれかを満たす人
①現在、妊娠している女性の夫・パートナー ②妊娠を
予定または希望している女性 ③②の人の夫・パートナー
ただし、以下の人は除きます。
①過去に風しんにかかったことのある人 ②過去に風し
んを含むワクチン接種を 2 回以上行った人 ③風しんに
対する抗体価があると判明している人 ④現在、妊娠中
の人

【助成期間】10 月 1 日（火）～平成 26 年 3 月 31 日（月）
【検査費用】無料（市が全額助成）
【必要なもの】健康保険証

○麻しん・風しん混合（ MR ）ワクチン任意予防接種
【対象者】接種日にえびの市に住民登録があり、本事業

により実施した風しん抗体検査の結果が陰性の人
【助成期間】10 月 1日（火）～平成 26 年 3月 31 日（月）
【自己負担額】4,000 円 (10,023 円のうち 6,023 円分を市

が助成）※生活保護世帯、非課税世帯の人は無料
【必要なもの】健康保険証
【実施医療機関】

【えびの市】いしざわ循環器内科、えびの共立病院、京町温泉クリニッ
ク、えびの眼科こだま小児科医院、杉原耳鼻咽喉科、えびの第一ク
リニック、えびのセントロクリニック、前田医院、渡辺医院、えび
の市立病院

【小林市】池田病院、西小林診療所、小林泌尿器科クリニック、上
田内科、大森内科胃腸科、沖内科・小児科医院、桑原記念病院、近
藤内科クリニック、すわクリニック、せの内科クリニック、園田病
院、髙﨑皮膚科医院、たなか循環器内科クリニック、花田耳鼻咽喉科、
ひろた内科クリニック、柊山医院、二口子供医院、堀胃腸科外科医院、
前田内科医院、槇内科病院、宮崎医院、山田内科・循環器科、小林
市立須木診療所、押川病院、野尻中央病院

【高原町】川井田医院、ふきやま霧島東麓クリニック、国民健康保険
高原病院

※上記は、風しんウイルス抗体検査、麻しん風しん混合
（ MR ）ワクチン任意予防接種の実施医療機関です。
問市健康保険課市民健康係
☎35-1111（内線281・275）

国際交流フェスティバルinえびの

　えびの市国際交流センターでは、「国際交流フェスティ
バルin えびの」を開催します。

【日時】11月10日（日）午前10時～午後4時
【会場】 えびの市国際交流センター野外広場
【内容】「みやざき犬のショー」、「つなひき大会」、「外国料

理や地元特産品の販売」など
○つなひき大会参加者募集
　職場の仲間など5名1組で参加してみませんか。小学生
以下の部・男の部・女の部があります。参加料は無料です。

【申し込み期限】11月1日（金）まで
※申し込みは、国際交流センターまで参加者名簿を直接
持参するか、FAXで申し込みください。
申・問えびの市国際交流センター
☎35-3211　FAX 35-3215

老人福祉施設の名称を募集

　市長寿介護課では、飯野地区に、今年度中に開設予定
の老人福祉施設の名称を募集します。

【テーマ】施設は、高齢者の交流を図り、健康の増進や教
養の向上とレクリエーションのための場を提供すること
を目的としています。多くの人になじみやすい名称

【応募資格】どなたでも（市内在住・在勤は問いません）
【募集期間】11月15日（金）まで
【採用作品】採用作品1点に賞品を授与します。※同名応

募複数の場合は抽選。
【応募方法】はがきまたは、ファックスに、「郵便番号」、「住

所」、「氏名」、「年齢」、「性別」、「職業」、「電話番号」と「名
称と名称をつけた理由」を記入のうえ市長寿介護課に提

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 9 月28 日、2 9 日、え び の 高 原 を
会 場 に 行 わ れ た「 山 ガ ール サミッ
トi n えび の」

個人市県民税 第3期、国民健康保険税 第4
期、後期高齢者医療保険料 第4期、介護保
険料 第4期　
10月31日（木）までに納めましょう。
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えびの高原の紅葉
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写真：六観音御池（平成24年10月29日）周辺

えびの高原の紅葉の見ごろは、例年 10 月下旬から
11 月上旬。森の装いに胸が躍ります。

紅葉・黄葉 気温が低くなると植物は葉を落とす準備をします。緑色のクロロフィ
ルが分解され黄色のカロチノイドの色が目立つようになります。また、
葉の中の糖からアントシア二ンという赤色の色素がつくられます。


